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今年の林業界を顧みて
1

し
倉 田

11．20
ー

昭和28年は我力報蕊界にとって〆大戦争以来の受難の年であったといえる。それは夏以来

の鮪涌読きと数回にわたる台風鯛に見舞われ，請淋の論語は近締に見る甚しいものであり，

それに引き続いて秋にかけての冷気襲来で農作物に被害を与えた。河I1氾濫による被害,高潮

による海岸地滞の被害も実に雀だしかつたが，そ虹以上に山村引極帯は山地の崩壊，木材の流出

道路の破壊，農作物の冷害と一時に背負い込んだので，北は北海道から南は九州に至る迄全国

的な被害をうけたのである。

政府に於ては災害緊急渕策本部を設けて，その応急措置を講渉るに奔走し，国会に於ては衆

参両畔災審緊綱辮捌委員会を設けて救済立滋制定した｡叉政府は遂に28年度災害予
備菱に不足を生じ，500億円の追加補正予算を審議すべき第17臨時国会を開催するに至った

のである。叉治山治水に対しては衆参両院で，それぞれ根本策を樹立すべしという決議をなし

て政府を鞭轆し，政府は治山治水協議会を内閣に設置して将来の根本策を考究する事となった

のである。

以上が本年度の受難経過であるが，治山治水に関連してこれ程大きく国政に影響した事は明

治42年以来の事だと思う｡その当時も,府'5県の広い範囲に水害や,山崩れがあり,政府
に臨時治水調査会を設澄してこれが対策を講じ，農林省には治山治水に対して18ヶ年の経続

予算が計画された。今回も強力な治山治水計劉が作られる事と思うがそれについてはいろいろ

の問題が検討されねばならないと思うし，それは独り政府関係者のみに任せて置けばよいとい

うものではなく，凡そ林業林学に関係あるものは関心を払わねばなら産いと思う。すなわち

行政磯織の問題法制の問題，財政の問題は勿論であって，それだけはまだ考究し易い事と思

うが，最も困難で最も必要な事は対策榔符の問題なのである。植林が治水上に効果のある事は

常識で､わかるが,適格な数字がつかめない｡傾斜度と地震との瀧遥がどの程度の雨量で崩壊
しているのか，人工で悲つた工事がどれだけ崩壊に堪え得るのか，それが一番安くて効率的な

のか，尋山林の大部分が傾斜地である日本としては，そこで林業を行わねばならないし，治水

だけを目的とした植林をやっているわけにいかないから伐採もしなくてはならない。治水の目

的を果しつつ木材生産を行う技術の問題がより以上に重要な事であり，林戦術者に対する宿

命的課題であるといわねば濯らないかも知れない。

林業技術者をもって任ずる会友諸兄に対して本年は受難の年であったが，同時に奮起の年で

もあることを提案したいと思う。 （参礒院農林専門委員）
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系のものが成演がよく，高知県

産の天然生スギはもっともわる

い。人工林憾母樹の来歴慾蕩つか

らないゆえ，産地試験の対象と

しては適当でない。なお同じ産

一再-－魂でも，母樹の側生の差がいち

じるしいゆえ”村井さんはさら

にエリーテをえらんでサシキを

昭和28年視察族行

見聞録
I盃一一一一一一宗一弐コ ｡－聖＝君≠PG ＝一一▽卑李写一一一

中村賢太郎
(28 11.25受理）

実行している。また寒さに対す

る抵沈性のつよい系統として,入甲田山巾腹の天然スギ

が適当である5という‘・のちに述べる佐渡山のスギも，

ひとつの候開になると思う。

ホ操技術者がタネの蕊也腫注意することは結継である

が，不良鰯勧のタネを平気で使っていては，造林成績が

よくならないばかりでなく，造纈く成講地詮つくること

になる。スギ林が幼時から多鐘に開r露実するのは，林

地がわ患いことも-個ではあるが，若くして，多舐に結

実する母樹のタネを集めたことが趣の原因であると考

える。とくにアカマツは鍵良母樹のタネが集めにくいた

め,結実量がはなは乞多い幼令の不良母樹のタネを使う

もののごとく，植織勤ﾎの成績がわるいのは，識直の害

よりも，タネの遺伝鏡によるものと推定､3-る。ただし適

地をえらぶことも重要であって，土壌の浅いやせ地では

移植の害がはなはだしく・，植穴の部分だけしか根がひろ

がれないことがある。A層力蘂達している迩漬土では移

植の害がなくても，土壌の性質力軒轆当である識逵の

林地ではｵ鱗には鍾育がわるいことがある。 、

郡山と白河との中間にある岩瀬松はかなり形質はよい

が，津島極には詣よ夢まい。

秋田架隔巣町の官行造称地のアカマツ林は，造林当時

は土地がはなはだしく荒廃していだと聞く鋸現在では

なぜスギ詮植えなかったと質間さ熱るほど環境がかわっ

ている。

アカマツの造林は， スギ・ヒノキよりもむずかしい

が,適地をえらくばりつぼ腱成林することは明らかで，

移脳の害も考えられるし，寝建さ巷る必要もある5が，

よい母樹のタネ裳使うことがとくに蕊漢である。アカマ

ツの商品種子の遺伝質がとくにわるいばあいには，天然

下種によるか，山引苗左使う』錘がある。従来アカマツ

の造林､職力調つるい理由として，産地問題と移植の害と

があげられてい霧が，遺伝質がはなはだしくわるい母樹

の女ネを使ったこと力塞大の原因ではあるまいか。

各地でエリーテの…雲行されていること嬢喜ぱし

い。ヒノキにはエリーテがすぐないと思っていたところ

が日光東照宮の東方の小奈山国有称にりつぱなヒノキ林

あって，数寒のエリーテがえらんであった。

鵜雛驚轆:蔑瀧蕊垂藍箕
をのぞく，ほとんどすべての営林局の話世話になり，北

緬鴬では東大演習林と王子造林社有林の一部を視察した

今年は雨が多く，冷害や風水害のため,稲作は昭和9

年につ､ぐ凶作になった。昭和9年には苗畑lこおける育苗

成演がよく，林木の成長麓も平年より多かった窪いう調

査報告があるが,永年の苗畑ではマキツケドコでは成長

がわるく，トコガエ苗は徒長の傾向がある.ように感じた

ものの，数歎的に測定したわけではない。

林木のタネはほとんど全部大凶作であった。ナラやト

チなどの結実がわるいため，クマが部落購近へあらわれ

るといわれたが，本年ほどクマの被害が多いことばめず

らしい。造林用のタネにも困るほどで，凶年にタネを集

めるときは，結実の分篭がとくに多い不良鰯劉をえらび

耀すことになるゆえ，このましくない。これを機会に大

阪営赫局では，スギのサシキ苗1000万本養成を目標と

して，サシツケ左実行することは有意義である。

脅森泉大鰐営林署の虹貝国有林でスギ・ヒパ混交の学

術参考株視察の際に偶然遇った山田丹十郎氏は，造林

用に使うスギのタネを優良母樹からとるように注意した
が,優良樹は結実の分遼がすぐないため，エリーテ（精

英樹）をえらびだして，サシキ苗をしたてるように努力

して〃ようやく成功したという苦】t談を話さｵ'〕たので，

帰京後大鰐営林署経営課長佐藤仁三郎氏を煩おして調査
してもらったところ，1本の親木からようやく数本の苗

木をしたてたが，不幸にし:ごその親木は伐られてしまっ

たという。しかしながら母樹茜諺習存し垣いるクローンは
l

福田孫多氏のものだけで，熊本梁の武蕊品雄氏の雲通杉

も母樹は残っていない。親嫁なくても子ほ育つが，学術

上は母樹な保存してもらいたい。民間の材辮が書心し

てクローンの育成に努力しているのに，一般の鐸摸術

麦はタネや苗木のえらびかたが無頓着すぎる。

難灘警轌鰯蕊纂蕊熟圭邉
が設定したもの以外には信頼できるものはない。村井さ

んの案内で，本年はじめて現場左視察したが，ウラスギ

へ

‐令ロ
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義篝?麓灘懸耀鰯讓麓
庭層，多雪馳方の状況ほほZ二んど知らなかった。

新潟泉のポイ山は伐期が低いた迩種，伐期さえ高くす

.熱ぱ解決歪きる問題だろうと想像していたところ，石釘

溌睡の筆イ山はそんななまやさしいものではなく，雪の

害が幟げしいのにおどろいた。それにしても樹種がわる

いのは，過去の漉伐の影響であろう。リヨウプ・マンサ

ク・アプラチヤン・タニウツギなどが主嗣､でほどうに
・もならない。スギの造赫潅活用されているような階段を

‘きることは，鑑イ山の醗善浜もやくだつであろうが，・ミ

ズナラを主とする，用材称臘二近ﾙ､ような択f…林とす

-ることは容易でない。

飯山営林署管内では水害で一部交通が杜絶したのと，

一雨が降りつづいたため，日程を変更したが，野沢温泉か

・らすこし奥へ行くと惨鱈たる状況力魂られる。すなわち

新値地では雪の害がなく，すぐすぐのびるが＞雪の上へ

出ると生育がわるくなり，ナダレの多い窪地はとくに被

害がひどい｡｡はなはだしいばあいには直径10cmく・らい

のスギがネギワから倒されて，幹の下部がタテにさけて

いる。またスギの造嫌地がブナ林になった例もある。

長野・高田両営林署管内の造休地潅は戦時中に植えた

ものが多く，手入が実行できなかったとばいえ'スギ・

カラマツとも#鱗&木の一部分し力躍っていない。大町営

林署管内の北端にあたる姫川の流域では雪の害力乳､つそ

うはなはだしい。天然生のブナ林には樹商30m以上の

美林があるのに，これ蓮伐ってスギ．･カラマツを植える

と，ほとんど成林しないのは何故であろうか。クマスギ

"1200m内外の地に天然生が多い｡ということで，耐陰

性がつjきく，雪の害もすぐないと思われるのに，手入が

できなかったとしても，植栽木の生育状態はあきれるぼ
どわるい。

なお佐渡山の中腹1500m附近にあるスギは一見植栽

称のように見えるが，あまり不便の地であるたあ天然生

とも考えられる。ただ一園地だけで，周囲にないこどは

フシギであるもともかく高冷地のスギ林として，りつば

#こ育っているゆえ，サシホまたはタネをとって苗木をふ

やしたいものである。

× × ×

蕊蕊雲:窪毘灘鴛至鑿鱒
しいため， カラマツの造林をきらう傾向があるとして

も，トドマツの苗木が多愛に出廻るのは昭和29年秋以

後笹あるゆえ，カラマツの遥鋪菌濯諦§へったとは考えら

かない｡北海道における育苗の銅癒轤なはだしくさが

っていたのが，ようやく戦前のレベルにもどったため，

カラマツ苗の生嘩がかなりふえた,ところ長野県の街へ，

‘木業者が犬増産をした関係であろう。

スギ苗もいくぶんあまり気味で，国有赫瀧生産したい

わゆる民苗が売れないたあ，スギの植付本数通ふやした

営林局がある。ただし秋田営獄局が3000本植えを4000

本植え艇かえたのは渉別の理由によるという。

近年造林地の苗木が枯れることが相当問題になってい

るが，苗木の年令が若すぎるためであるとの意見ガ窪

〈，国有稗では従来の1回トコガエ2年生苗を2回トコ

ガエ3年生苗に変更する機運力丸､ちじるしい。 ．

ともかく苗木がいく患んあ葦るようになって，その成

長を抑制したり，よい苗木だけをえらびだして使うよう

仁ならないと，造林成績はよくならない。

最近のいちじるしい傾向ば，自然法則轄から経潰第

一主義への復帰である。

たとえば択伐は決してわるい作鐸ではなﾙ､が，わが

国置おこなわれた択伐には弊害がはなはだしく，近ごろ

秋田営称局でさわいでいる「過疎林」は択伐がもたらし

定弊害のひとつであ患。

自然法則尊重・択伐作業万能時代のひとつの副産物と

して，昭和10～14年ごろに樹下1露を実行したことが

ある。

奮森県川内営林署管内で見た樹下植栽,すなわちブナ

林を強く疎開して林内へ植えたヒバはほとんど育ってい

ない。上木のひろがりかたも想懲以上にはやいが，下木

の被圧状態はあきれるほどひどい。

岡崎営林署の闇苅（クラガリ）国有林ではスギの林面

,へ昭和13年ごろに植えたスギの生育がよくないと思わ

れるのに，さらに択伐猟型へ誘導しよぅとしている。植

栽林を択伐林型へみちびくことは，水窪営林署の瀬尻国

有林で，御料林時代にこころみたことがある。同じよう

な試験詮あちこちで実行する必要があろうか。

識鬘蕊鰹蔑難態鰯麓謡警

《
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り，癖がわからないほうが当然であると思う。肥料を

どれほどたくさん与えれば成長がどれだけエく溌遥と

か,あるいはどの程度霞で肥料を節約し罰さしつかえ
ないかなどを知るためにおこなう卿凹講験は有意鍔芭あ

‘るとしても，そう簡単に成綴がわかるはずがなく，多く

はザ･ルのヒトマネにすぎない。造林地における獅凹試鏡

も肥料の種類や分量による差力潅外腱すぐないように見

えるのは，筆者のヒガメ･であろうか。肥料の効果を期待

できそうな荒廃地できえ，謝購の効果にくらべると，腿

掛の影響微すぐないように見える。

造林恥へ保謹樹（?）麓伐り残すことの弊害は十分知

りつくされているはテをあるが，本年の視察箇所に‘苗

一一3－－－．
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中村：昭和28年福察旅行見聞録
一

木がいわゆる保繊樹の被庄の害をうけている例があまり

に多力劾つた。

造総予定地に残っている林木をどうして処窪するか

は，すでに論じつくされた問題暹あるにかかわらず，い

つもながらたくさんの樹木渤竣っていることを遺憾とす
る。

また苗木茜錘さの害にかかるぼあいにはスジガリを必

要とするとしても，スジガリは一般にトンネル造林にな

りやすく，苗木の奎育を害している実例があまりに多

い。思いきってゼンカリ（全刈）にできないもの･唾あろ

うか。多年スジガリばかり爽行している地方では，せめ

て一部分だけでも，ゼンカリを実行して，両者の得失を

比較してほしい。

本年の擬察中の大きい収穣のひとつ鵬1､ドマツな密

植した造林地を見たことである。トドマツはスジガリが

原則で，2000本く電らいし汐植えないため，30年生にな

っても間伐を実行できないほど置罰下枝はあきれ為侭ど

ふとくなっている。ところが密植すれば15年ぐらい｡ご

閉鎖して，下枝がほそく，かつ自然に枯れあがるたあ，

救打約溶易ごあるばかりでなく，形賀が優良rきあって，

早くから間伐収入を期待できる。

桟打は密植したたあlこ枝がほそい森休で蓋ﾃすればそ

の効果がおおきいが，諏熱によって枝がふとくなった樹．

木では枝打の効果は期待できない。なお1錨の程度は枝
下高を，生産の目標とする丸太の長さによって，きめる
こと力窪ましい。

識鱸:鷲…郷から判鰯…鋤鑓ゞ
わが国では間伐は郷､ほど大径木を生産でぎるばかり

でなく，主伐間伐合計の総材猿収穫がふえるといわれた

が，ドイツには正反対の報告もある。また間伐材は立木

価繍の算定がとくに面倒であるが，壷伐材でも評価には

問題が多く，たとえば天城営ﾎ曙の桐山間伐議雛地では

強度区と弱鹿区との得失について意見が対立している。

カラマツ林とアカマツ林とは間伐が強いぼど成績が聖

いといわれたが，立木本数があまりにすぐなく，立木材

積がっず力球であるたあ，強度の間伐は不利番あるという

意見が強くなり，上記の桐山でも弱度間伐を支持する人

がすぐなくなﾙ､。

カラマツの収謹表が50年生をm00本以上#こなって

いるのは問題にならないが，現実の森林が200～300本

しかないのはすぐなすぎるように見える。現在とりまと

め中の嶺一三氏のカラマツ林収鐸は50年生でおよそ

300～6卯木を想定している。

一般に小径木の用途がすぐなく，大鉾の価値がとく

に商いばあいには，強度の間伐が有利'電あるとしても，

径級による価値の差力詩くないばあいには間伐を強くす
る意蕊がないと主張する人が多へ’､。

本年峰たまたま砂防の山腹工亭で有名な岡山采玉野お

よび岐阜泉土岐の両地ならびに愛知采品野国有林の荒廃

地造林を見学できた。

伝統的の砂防造林は糞大な経費を要するゆえ，すこし

でも経費詮節約したくなるのは人構をあるが，髪かろう

悪かろう蕊になっては無意味ぜある。そういう意味.を土岐

のﾓデﾙ地区は有意義管ある｡玉野の零場の工事も同
夕

じ性質のものであるが，従来の施工法にくらべてはるか

にす翻しているという確信をもって，宣伝的に堂煮と案

行した態度が問題になるわけであろう。あたらしい施工

法はまくなくともいちおう実験をおこなって，その威鍍

を見届けてから事業的に爽行するの融端識Gあって，楯

当の自信があるとしても，錨莫に麹予するには漠重な

態度詮必要とする。要するにノリキリを実行しなくても

すむばあいもあろうが，肥料や肥料木だけ"ご希望の樹種

が成林するかどうか，うたがわしい。一般に土蕊溌繊義

することが蕊雲であるとすれば，林木の戊畏をよくする

にはノリキリ瀞必要になりそう冠ある。

× × ． ×

燕雪:鴬難讓蕊鵜:鶏を鰈
あると聞くが,,育苗から製材#こI〃､たるまで一貫して実行

している。田川村の共同間伐の実塊詮見学したが，ひと

つのちいさい洗或のすべての調永の間伐を同時に実行し

て，林木を共同で搬出して処分するため，小面稜の森排

所有者藍とっては，はなはだ有利きある。すなわち道路

もない奥地でも，造林から収穫に山､たる蓑宅共同で作業

ずれぼ，』面積の森林所有者も，その林龍の生灌力を完

全に活用できて，その収益が翻啄置けふえるかという実

例を示している貴重な黄料である。

醗岡泉周智鋪罵倒村と妓阜築山果郡葛原村とは，とも

に一達直径以上の樹木だけ売って，伐採後苗木左植えて

いる。群状に疎開しているところもあれば,樹下淵鑑腫
なるぱあいもあるが，立木構成が渡臘になあため，択伐

作業透あるといもう人がある｡′
択髭作業は森称の保護・更新ならびに保育（材稜或長

獄の増加と材質の向上）とを考慮して伐識§をえらぷべ
づ

きもので，一定謹蔭婚以上の樹木を伐ることは択伐作業

林としてはあまりに幼稚である。

岐阜辮下破郡今鏡村のスギ・ヒノキ林には択伐作業林

と呼んでもはずかしくないものがあると思うが，熊切村

と葛原村とのスギ、ヒノキ林は不規則な数段林と呼びた

い｡

、 （9頁下段へつづく）
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の交配笑験蝋冠の大小が逓伝性を有することを確かあ
Dengler氏やZederbauer氏の結論と同じ結論に達し

たといっている。スエーデンにおけるこが等の研究が同

国の育種蕊業の基礎をなしていると思われる。

然しながらこれ等の実験について試験の方溌や内容を

検討すると色盈の問題があるわけで②供試の種子そのも

のが自然交配に任かされた混系的のものであったり（中

村氏）母樹についての観察がﾌf蔀分遣あったり，叉実験

面積弥遜論的に充分なほど取られていなかったり，ある

いば実験回数がただ1回･であったり等の理由でこの実験

から引出された緒論は多くの推論鋤混じっているである

5。更に環境との関係を考慮すると問題は一層複雑とな

り結論は簡単宅ない。いわんや遺債因子の吟味やその行

動の究明などは手をつけらオゼず，品覆としても遺伝的に

固定されているのでもない。ただ林木のある種の特性例

えば生長の速さ,枝の着き方,幹形,樹冠の形態木理等

が遺伝因子の相違に基くことを確められ注に過ぎない。

F1一代で数I0年を要する林木の遺匿学的研究が'~2年

生の作物詮対象とする農作物のそれと異なり，これ酋雲

用にとけ込むのは前途りようえんであゑことば当然であ

る。

クローンの這伝性について： 以上は種子灌よる有牲

遺伝についての話であるが栄養素の遺伝性については我

国としてきわあて意要なことであり研究すべき多くの問

題詮有している。

クローンは遺伝学的に見ると体細胞の分裂による成果

であるから遺伝賀は原則として各分体共親木と同一なわ

けである。同一クローンの種子腫つき遺伝質の同一なこ

とを証明した2～3の実験もある。然しこれは初歩的原

則論であって時間と空間に視界をひろげ，実際の自然界

を熟視するならば一部我国の称学者が考えている様にク

ローンの遮俵質の同一性,純粋性をルイセシコ学説はし

ばらく拳<として盲信することは出来ない。このことは

メンデルの法則が単なる原則であり，実際の場面におい

て突然変異的多くの例外詮発見栓らるるのと同じであ

る。Geneの本体趨倦疎の蛋白質的瀧造体と考えるなら

ば，その構造の微細点にづ､､ていか仁多くの変異性があ

る力懇像に難くない。一卵性双生児間繧おいてきえ性搭

面相の相違を見る。限りなく分裂鞍くりかえす内に遥伝

質の突然変異的変化は無数に起り得ることも想像に難く

ない。われわれのいわゆる突然蕊異は顕著の事例につい

て問題にする丈で微細な変異特に生理的の変異の如きは

多くの場合は見逃されているである5．この点から考え

て品種の定義にしても戸田氏の「倒離され電｣遺伝質を

有する一因と考えるのも実際には無理毛はないかと思
■

う。甲乙両品種間は連続的に中間種ほあり得るものであ

る。遊蒲の本誌(137号）にある福田孫多氏の嶽意な意

スエーーデンにおけ遥赫木育種と
』

ず

Ｐ

２

．
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2． 林木の遥伝性特にクローンの

遥伝性について

参考文献

M.BfisgaljWa1dbanl927
A.Dengler;Waldbaul930

中村資太郎；淋品種論鐸痴府廻53－6

Doi,蝿ikawa;Ananatomicalstudyof

tlleleavesoftheGenusPinuS.1929

福田凝多j杉の側生は次第にかｵつる赫譲技

術1953－7

一

鋤
吻
卿
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く
く
く
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(20）

称木の甑持の特性が遺伝性を有することは既に従来多

くの学者によって証明されている｡“bu･"曙しく気候

状態を異にした遠隔の土地に生育する樹木は性質を異に

しており，その性質は種子を通じて子孫に遺伝し，その

主要な相遮点は生長鍵』生育期間，気候的障害に対ずる

抵抗力，病菌に対する抵抗力及び憧少の形態的差違等に

存し,主として生理的特性を異iこする」岬ということ
が明らかにされ，その特性が主として気候に関係すると

見られる場合は気候品種，一般立地に関係する場合は立

地品種,生育地区に関係する場合は地域性品種などと呼

ばれている。然し，気候，立地，地域は相互相共通する

因子が多いから漠然たるものでいずれか一つで三者を代

表させるこ産が出来る。

叉これと関係なく同一地域内でも林木の特撰例えば枝

の形態や幹形，樹冠の特性，樹皮の形璽などが遺伝性詮

有輩-ることについてもDengler氏その他多くの研究が

あ奴,"･u･l6．ﾕ7)Zedefbauer氏（蝿は1912及び1918

年の報告で国内の柾について枝の着き方の遺伝性に》つい

て研究を発表しているし, SyrachLarsen氏(1930)

鰻各種の林木の遺蹟的変異-hereditaryvariationに関

する研究も有名一番ある。

Lindquist氏③は2～3の国内樹麗について幹形や

枝張りの遺伝性を軒究したが（”34～1935）松について

《
］
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日下部：スエーデンに詣ける林木育種とわが国における職鍵樹の週透に関する諸問題（2）
－

一

のクローンの集合体錫るか(多元説)あるいはその本
元はエ本であり（一元説）同一ク画戸ンに過ぎないか，

にわかに断定は出来ないであろう。このことは九州にお

いて日田地方杉.蜘巴地方杉の例壷見てもそれぞれの地

方に数10菰の品種があり，こｵI等がすべて違ったク画一

ンであるとは断定臓来ないし叉，それぞれの品種につい

て両地方を対照し･と見ると，い”池も校長があり，青葉

があり相互相似た種類が多い。これは両地方種の交流に

よって得られた同一クローンで罐いことば沿革的にほぼ

推定出来る。然りとすれば突然変異にも多面的･噂はある

が一定の方向があり，その方向に従って，それぞれの両

地方穂が変異したのではあるまいか。戸田氏は多元的選

抜の成果と考えられているが』実際は一元的のものと多

元的のものとが複線していると見るのが妥当であろう。

とにかく挿杉の地方的変異種がクローンの混合体をある

との断定は早計と思う。沿革の判然とした雲通杉(武藤

昌雄氏発見）のクロ戸ンについて見ても識Iこ観察する

と樹皮，蕊の彩態淫差違誤見聞され－4部林豊藷の考えて

いるのと反対にその生長成演にも広い変異性を鑑見し得

る。（谷崎"二ついての毎木調査表がある力堵略）ク画

～ンの突然変異的変異も性細胞にまで変化を及ぼす場合

と体I嘘栄菱体のみに止まり，種子に及ばないものとあ

るの幟周知の通りであるがその機織は全く不明である。

例えば栗,横の如きものの芽条変異種の雲を作ると不

提則的這あるが，親種と相似たものが閏乗ることはわれ

われのしばしぼ経験したところであり，蕊どう鮒の場合

当時の記録について見る｡と大部分実鐘苗を配布したもの

である。

要するに栄養体に龍いても普短想像される以上に多く

の遺伝的蕊異を生ずるから品種の観念に逓伝質の純粋性

壷持込み得ないこと及び戸田氏のいわれる様に巡伝的糎

切離された集団との定義も出来ない。ある程度の品種間

の連鏡性凌みとめなければならない。最種は"生きもの〃

という観念もこの辺の事情を物語るものと恩；し，常に

淘汰選抜をくりかえして初めて品種の"生長"秒翻待出来

るものと思う。

見画は同氏の長年にわたるクローンの座異性kﾆﾄついて

多くの示唆を与えられている。

ここでば筆者の実験した一例『松葉の蒲生位置による

解剖学的性質の変異性について」を紹介することにした

い。（九大農学部昭和22年秋季講演会にて発表未刊）

掻葉の断面に塞げる解畷惇的性質は松属のspeciesの

鑑別の標準として重要視されている｡('心これより見ても

解剖学的性質力轆云的のものであることにほ異論はない

であろう。筆者は福岡県林業試験場腱おいて分類上一見

赤松と見られる3本の松について極葉の断面の観察をな

し,樹冠の繊置別,一枝についての葉の潅生部位別に坂
まとめたのである。

拳邦旨管の数につ､ずて見るとその変異は第1図の通り

で最少3個,最多15個その巾はきわあて広い。更に脂

第1図一樹涯於ける掻葉脂管数の変異曲線
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管の位澄，亜皮層の数，厚膜組織の状況についても多く

の変異雛を見られるのであるが，その変異は樹冠の位澄

蓋生部泣とは特別の相関々係がなく，（とのことば環境

に支配されないことを意味する）その塞率は個,今の枝

によって異なり，ある枝は赤掻的傾向が強く，叉ある枝

ば黒松的性質をあらわしている。（図表省略）この事実

は獄細胞分裂に龍ける遣俵質の変異性を物語:る著しい例
と考えらｵもるであろう。

栄養系の変異性については福田孫多氏の経駿の外，九

州涯蕊ける挿木杉についてもしばしば見聞するところ瘤

あり，セコイヤの挿木苗について下枝の挿穂苗力輔伏の

鎮向を有することも筆者のしばしば実験したところであ

る。

一般にいわゆる突然変異は，けんちよなもののみと考

えられ時期的の消長があるとされているが（野口）既に

途ぺた如く微細な点については，規則的あるいは不規則

的にひんぱんに起っているである号。この点から見て地

方的の挿木杉品種が中村氏等の考えられている如く多く

』
〕

（20頁よりつづく）

施した例（平井･福井･柴原）をあげておく。

スギ，板目心称含水率型％，面は綴械鉋仕上げ，

幅10cm,長さ200cm，厚さ2.5cmのもの7枚合せ，

接藩剤は木粉充堀の尿素鋤旨，塗附鐙779/湾，圧締圧

"5kg/cm2o

引張剪断型試験体（引践面3×3cm)による耐水接着

力（3時間煮沸，ユ時間冷水浸涜後）：最大41霧最小

23,平均32kg"ms(20個)。

－6－

可



理
６
９

は9年週期があるという説がある。こ氷が当っていると

昭和19～20年の冬詮扇約に大雪だったから，ちょう

ど，この冬弱§9年目毛ある。昭和22～23年冬位が，積

雪の一ばんすぐない年・電あつと，それからは年盈すこし

づつ増してきている。昨年は平年並なこえた。一部には

雪のすぐないところもあったが，概して並以上に雪がつ

もったこの経過からぶても』この冬は大雪になりそうだ

とはりきっているのが多い。

雪害は雪の識の何乗かに比例して犬となるから，大雪

という穂や期待は研究者以外には全く迷惑千万なこと
．であろう。

災害をとりあつかう研究には，こうして大きなムジユ

ンが何時もつき索とう。

水害がそう･ｾある。災害的でない土壌侵蝕や,森林の

理水織眉の研究は何日.でも田来るが,水害となると，起
らないと調査もなにも出来ない。今年の猿に梅雨角纒引

しもて，その前磯のいたずらである豪雨禍が，日本全国所

せましとぽかり起ると，水害をあつかう研究者朧伐事に

ひまなしで1人のかなしみを別に喜ぶようなブラチな考

え方は毛頭しないが，なんとなく，一種のへんな気持に

おそわれる。

つい先瀝っても高野山と南山鱗へ水害調査にいったが

荒れた谷の風景,むざんにくう諏た山腹の石礫るいるい

たる荒はだに，なんとなく美を感じ，思わず美しいなあ
と声をあげ，その下に埋もれた家や人のこどを次のシユ

ンカン恩し握し，シマツタと思ったものである。研究者

は冷たいといわれる点が，ここにあるのかもしれない。

火災，風窪，とにかく，災害の研究者はアマノジヤク

にならざるをえない運命にあるのだろうか。

話は大分横道へそれたが，今年は大雪であると雪の研

究者がたのしみにしているのは，決して雪害が多いのを

望んでいるわけではない。

雲彗の研究にはどうしても沢山雪が降らぬと出来ぬも

の漆ある。

たとえば賦雪の沈降力』といわれている磐圧の一種

が,各方面で問題になっているが，この力が,鷺江な受

ける地物の地二'二高に従って，大きくなるか小さくなるか

あるいは積雪遮に従ってこの力がいくらでも大きく､なる

か，あるいは稜雪量で極限値に達し，それ以上はどんな

に雪力職っても地物に及ぼす沈降力は大きくな.らないか

等ということは,満業ではもちろん，その他の部門でも
積雪中に埋まる地物に関係のあるものでは一番関心がも
た赦'ているが，これを試験するにはどうしても，うんと

多く降って積ってくれぬと解決出来ない。斜面の積雪の
移動により生ずる「積雪の飼行力」の犬さについても，
やはり大雪力蘂まれる。

叉，雪のすぐない年は雪質がザラメになりやすく，婆
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匡巳

当ト
ウロロニばむ■

a

l
l

守

●

口

■

考
一

ｌ

●●

一

Ｏ
Ｑ
ｄ
Ｇ
０
０
ｑ
８
Ｇ
ｑ
ｇ
Ｇ
や
。

■
一
寸
９
９
６
８
６
９
■
Ｑ
“

ｃ
◆

Ｆ
◆

口
の

雑
一

戸
二一口

研
Ｇ
Ｂ
一

ｰ

D＝P今一℃｡●●■甲廿

害；
ー凸

究

’
✩

四手井綱英
(28.ユ1．18塁窒里）

1

こと数年全般的に雪がすぐなかった。おかげで雪害の

声をほとんど開くこともなくすぎ，それだけ国として

は損害がすぐなくてすんだの歪あるが,逆に雪害につい

ての世人の関心はずっとうずくなり，スキーヤーが少雪

ななげく声のみガ鴇くひびいていた。こ.のことは雪がす

ぐながったことのみの結果でほなく，一瞬の人為に最も

ピンと来る交通，通信，電謎等の雪害が，雪の研究の

進歩と共に，以前よりぐっとへったことにも原因してい

る。

鉄道の吹雪防止林も立派になったし，なだれ防止工事

もなだれ防止林も完成の域にまで発逮したの．菅，吹雪や

撫菫謡鰯遷美c至麗忌溌
ｵしでテンプクするような事敏を，冬が来るたびに聞かさ

れたも②遥もちろん，戦後，ラッセル車や除雪も，戦

争中よりはるかに円滑に行動する穣になっていることも

一因になっている。

通信，電気関係･透のひどい雪害は〃蒲氷雪による断線

混線による不通,雪瀧冠雪による電柱や鉄塔の倒かいで

あるが，これも研究の進歩と共に大分少<なって来た。

とも角，雪がすぐなかったことが，ここ数年の雪害左

惟八から忘れきせた最大の原因ではあるが，その間に，

ジミな橡の下の力持式の研究という仕事を熱心にやりつ

づけて来た人詩のあることも忘れてはならないこときあ

ろう。

という私も穣雪と取り組んでいる一人『G何も，それ

だ錘らといって恩にきせるつもりはないが，そんな馬鹿

野郎がいるのかとソツポ向かれるのもシヤクにさわる。

一

一
一

、 2

本冬は大雪だろうとの予想という力轆待というかが，

雪の斫究者間にもたれている。 ノ

これは根も葉も,ないことでもない。というのは，雪に

’

筆者・林業試験湯気象及災害科長

一一7－－
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化に乏しいから，積雪のもつ力と雪質の鴎係等のいろん

な場合のデータ一ｶ球められない。

こんな点からも研究者は雲多かれと来る冬毎に願って

いるものである。

よくよく雪が降らないとなるとわれわれも考え直して

地域的に雪の多い所へ居を移さなけ＃1,ぱなるまい。

我が国では裏日本の方が豐勤§多く，中舎をも新潟，山形

附近の海岸に面した山間地帯は世界にも類がないほど多

いことが知られている。このあたりでは盤のすぐない年

でも4m以上も穣雪のあるところがある。こんな所は，

酒屋へ3里，トウフ屋へ何里という山間ではあるが．雲

がないとなれば，研究者の中には，元気よく山奥へとび

こむ入もすぐなくはない。この冬も，もう上越国境の山

中へもく．りこむ準備にいそがしい人もある位であるq ･

物好き捷と笑う人もあろうが』やっている人舜は決し

て，友テやスイキヨーではない。こ〃な個所の寒玲多雪

は，鑑キー場で，スベツテ転んでいる人為の想像を絶す

るものである5．

方位，地形等による稜雪量の変化,地被物による種雪騒

の差，等の調査により，水源水量の測定法力坊鳧･で研究

され又実行さｵI始めている。叉この貯雪永鍾が，雪どけ

期以降どんなにして水になり，どの位流れ出すかの雪ど

けの研究もこれに次･蚕問題になっている。雪どけ水は水

源,電源として重要なばかりでなく，異常な雪どけは雪

国では「雪代洪水」といわｵ【,る洪水詮起すので，この方

面からも．雪どけの仕方灼瀬擁されなければならないの

であ湯。

ここにも雪のもつ両面が出ている，雪は糞重な費源香

あると共に災害の原因ででもあり得るのである。

この犠に雪の問題は近年低人の耳目から遠ざかったと

ばいえ，多くの重要な課題を含んでいるの喧，我田引水

ではないが．災薑誹少1,,からという理由だけで，雪の研

究を片隅へ蛎しこんでよいものではないようである｡

災害獄忘れられたころにおこるといわｵしるのをうらが

えすと，災害はすぐ忘れてしまうらしい。災害が麺つ推

時はわいわいさわぎ，為政者は侭しているか，研究者は

何しているかとさわがれるが，しばらく副たつと”そんな

ことに金をかけて何に癒るか，くだら麺研究はやめてし

まえとくる。災害がないと，防災科学醗究には一文の投

盗もおこなわれなくなるの力唯間である。

雪の研究もこの例にもｵUず』ここ数琴誰も見向きもし

てくれない。だから今年位は大雪になって，忘れら静した

吹雪や産だれが各所に起ってくれとは望童いまでも，せ

めて,やはり雪害も研究しなくてはならぬと,世人が気

がつく程度に雪害があればなどと望んではいけないだろ

うか。これがアマノジヤク的な私達の心理である。

しかし叉考え識によっては，災害は忘れた頃にある位

でよいので今年の水害の糠にこられてばたまつたもの噂看

はない。叉年燕頻繁に来ると，これが災害唇はなくな.り

一禽つの環境状件になってしまって，マン性病的にアキラ

メが出て来る。こうなると又こまりものである。結局，

為政者が叱られ，研究者が鞭錘きれる位，災害力轤のい

てくれるのにこしだことばない。

一
一

3

今年，雪害研究在-審問題になっているのは何かとい

うと，

第1に雪圧,特に前記した沈降力，澗行力である。こ

れは，す．唇に知られている様に鉄道,通信，電力方面で

は電柱,送電鉄塔等を倒壊せしめ，林業雷は林木の折損

の最大原因･であるから，各部門置まるで競争の雛に獅究

しているが，まだ決論を下すには到っていない。

私達もその一人.で，研究開始より10数年の歴史をもっ

ているが，中々たやすく坂組める問題蔭はない。

次で蒲雪，冠雲の問題がある。これも各部門で一斉漣

研究しており，林業では特に冠雪力這要問題である。

近年雪が少かつたとはいえ，この冠雪による被害力坊

方で起っている。大きいのば山口県，千葉県，この春に

は暖国の九州の福岡県にすら冠雪の大談醤があったので
①

ある。この方は前者よりはわかりやすい問題ではあるが

雪の凝集力といaもめがなおはっきりしていない。

どうして，あんなに多鍛の雪力戦冠仁著くか，どんな

時と場所にこの嫌な多歎の冠雪が出来るか,木左どんな

に育てれば，冠雪をすぐなくしたり，冠蟹が多くとも折

れない木に出来るか，等はまだはっきりしていない問題

といえよう。

更に近年電源開発が重要問題となると鐵乙山地稜雪裁
が研究課題として新しく受錫して来た。すなわち，スノ

ーサーペイにより，一冬間に貯えられた載雪錘が，水

源山地にどれ位あるか,従って海鋼畜と獄雪逓との関係』

《
〕

4

林業に対する積雪の影響の研究は開始されてから大分

年もたったので，そろそろ実用的なもの力；出てよいはず

であるが，あまりピンと来るものもないのはおはずかし

い次第であ透。色んな結果は出るが,林業というものの

集約度に関係するので，奥山の多雪地で，こうやれば雪

害はまぬがれま＃といっても，鑑いそれとは実行出来な
いことが多い。

とはいえ全般的に』多雪地の赫営識歌雪を考えに入れな

－8－
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ければいけないという思想が行き誓ったり，雪害に対する

認識椎み,方々で林木力篭肇書にやら狂ているといわれ

るようになったことは喜ばしい。従多騨雪地で生れた技

術がそのまま，無此判に雪国鞭二移久されていたのが批判

され，擬対されて来つつあることは一j参であると思っ

ていろ。

今ま･罐の造林学書や保護拳書では』林木さえ強くすれ

ば，雪圧の害はまぬがれるものとされていたが,沈降力

と力剰行力とかいう雪圧は，林木の強度以上であって，

決して林木を強くしたからまぬがれるものではない。そ

こ.G，どうしても積雪下に埋まる位の犬さ･までの林木は

雪圧に対し逆腫無抵抗主義蜜とら海ばならない。抵沈す

ればするぼど，雪害は多くなるのである。所が,穣雪を

抜き出てからは，各為の林木が,今愛こそ冠雪重溌等に

抵抗しうる標纒強度をまさればならない。

すなわち，積雪下になるかならぬかで，雪害防除方針

を全く遊伝する必要がある。しかも，積雪下になるかな

らぬかは,年兵の稜雪量に左右さ》しる｡結局,穣雪深の

1～2倍位の赫笥の時に，林木は一番雪害の危険にさら

されることになる‘のである。この時代の森休の取扱いが

雪国香は一番むずかしい。

戦鰐，雪圧に典聴爵抗主譲をとらすためには早くウツペ

イきせなるべく細長な樹幹に儲っ必要があり，その後単

水的に雪害に抵抗さすためにば，むしろ林分の疎開産を

大とし，単木が孤立しても雪害にかからぬようにする必

要がある。このことを考えに入諏熱ぱ,多雪地方の稀代

の砿扱い方が自らわかって来ると思う。

雪害にはこのような擬磁勺なもののほかに樹木生理に

及ぼす談雪の影騨もあるが，この方はまだほとんど手が

つけられていない。

従来，稜雪を水と考えて"Pっているのが多かったが

積雪動泳となるのは雪どけ期纒入ってからで，冬中は固

形のまま地上に潅漬するのであるから，これは雨の駿鍾

水の作用とは区別して考えねばならない.唾あろう。

樹木生理と雪との関係は今後の主要な研究課題であろ

う。

これは樹腫の労布,林木の生育を決定”旱左右するも
のと思えるからである。

膠

研究などという仕事は人目につくようなはなぼない、
ものではない。アイツなにをしているのだといわれても

仕方がない。そんな画期的な仕事はざらにころがってい

るものではない。慮用識童に均､つとぱなしに浸透して行

くような，ごく一寸とした変化力輸究結果にもとづき，
なされればわれわれはそれで満足しなければならない。

又なんら基礎もないほんの思いつきだけ･でなされた間違

った，行きすぎた施策や施業のあやまりが訂正出来れ

ば，それだけでも研究の成果があったとしなければなら

ない。

雪が多くても少くても，うまずたゆまず，つづけられ

る全く馬鹿らしい仕察が，いつかはほんのちょっぴりで‘

も実用性がもたれるという望みだけで，雪に埋まった研

究がつづけられているのである。

今年の冬は雪ガ誓い，そんな期待が，われわれをたの

しくさせてくれるが，前記した穣に，もしもほんとう陣

大雪が来たら，これは大変なことになるのである。

新聞やラヂオが意外に早いシペリア高気圧の発達を告

げ，方為に雪のたより粒きく昨今刷究者の末席をけがす

一人として感想をそこはかとなく記して見た。

《
且

。

《
一

…一一一一あ

（4頁よりつづく） ：．.…｡;般に民有林では；価値の低い中小径木を伐り残し
9－全目

葛原村では板材瀧専門とし,6．3尺の丸太淫負背いだ ：｡",....』て,･林内えスギ苗詮植えることが鴎遥が,残存木

したことが択伐のハジマリ･であるといわれるが，2．間材 が多いと苗木が育たない。すなわち樹下W職を実行して

力搬掛されるようになっても，満内の製材所ではふたつ も，被圧のたあ種生育力勤つるく，上木詮伐りつくしてか

庭伐るという話で，相当原始的の斌讓である。なお枝打 ら植える苗木に追いこされることさえある。

を実行したことがなく，成長と関係のない下枝までその 原始的の択伐は〆択伐ぎらいのドイツでも，小面識の

室簑にしておくことも原始林業のひとつのアラワレであ 私有林で実行されているが,材識倶穫は一斉林よりもす

る。 くない。

柱材の生産を考慮すれば，皆伐に適する森林が多く， さきに述べた闇苅霞有獄でも択伐林型え導くこと左老

一斉林のほうが有利であると思うし，現に村有称では皆 えているが，自然法則尊重のゆきすぎの一例でなければ

伐作業を採用しているという。もし択伐を希望するなら， しあわせである。

ぱ，ヒノキの割合を多くし，柱材として利用するを可と 皆伐すれば崩壊のおそれ溌あるが，苗木力鐸さの害に
する。スギにしても耐陰性の強い系統のものをえらぶべ かかりやすいばあい#鰯ﾘとして,一般には皆伐すること

く，万蕊今須付に学ぶことをすずめたい。 を推奨する。

－－－9．．－－
〃
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梗 概

称業鐡|『普及事業ほもちろん，普及事業そのものも誕

生以来なお日があさく，その理論的研究ば不充分であり．

現在普及の概念方法論等にも数多の異論が存在してい

る。この諜な現況にかんがみ本レボードはあくまで基本

的な理論的考察を中心にし，しかる後具体的な普及方策

に論及せんとした｡狗留二本論文の内審について簡単に説
明しよう。本論文の目次は次の通りである。

まえがき

1． 林業技術普及の意義

2．林業技術普及方策の2側面

其のユ林業技術普及阻碍因子の排除（第1の側

面

其の2林業技術普及方法(第2の仮晒）
3． 林業技術普及組織について

4．林業技術普及蕊業に対する実態調査の一例示

むすび。 、

まえがきにおいては林業技術普及の一設的梗概と私が

この問題を採りあげた理由にFついて触れている。1にお

いては林業技術さらには技術の雲論的考察まで遡って，

林業技術普及の意義並びに本質を鐸寸しそして又従来の

技術普及の停滞の根本的一要因として称業技術そのもの

に対する無反省があることを指摘し正しい林業技術普及

のあり方につき論述した。2においては，林業技術普及

方策の2側面として其の1，林業捷術普及阻碍因子の排

除』其の2，林錐技術普及方法とをあげ,各々につき説

明を加えている｡更に前者についてほ更に阻碍因子とし

て社会的因子と経済的因子の2者I逗分ち，各盈について

排除方法を理論的具体的に論及した．そしてこの論及は
必然的に林業技術普及悪業の性格,著及事業の限界雄び

i鯉公共政策一称政一との関連にまで及んだ。3において

は林業技術普及組織普及主体並びに普及員の配置,員

数等の問題について考察を加えた。ここでは理論と現実

の間にギャップを見出したが，これは普及予算の制約の

しからしめるものであることを指摘し，このギャップの

補旗にはどうしても普及予算の拡充の必要のあることを

強調してある。4においては如_Eの理論的なそしていわ

ば抽象的な論述に対してその裏附けとして，あるいは参

考として林業技術普及事業に対する実態調査を一例示と

してあげた。むすびでば一応全体を概観し要約してい

る。

目 1次

まえがき

1．林業技術普及の意義

2．林業技術普及方策の2側面

其の1林業技術普及阻碍因子の排除礫1の

俶瀝勵

其の2赫業技術普及方法鐸2の側面）
3． 科鐺支術普及組織にFついて

4．林業稜術普及事業に対する実態瀧の一例示
むすび

まえがき

林業技術菅及事業幟農業におけると同糠に終戦後の重

要林政の1つとしてアメリカのエクステンション・ウワ

ークに範を採ってとりあげられたものである。昭和24年

6月1日農林省設置法に基いて研究普及課が設置され

〃林業に関する試譲研究を強力に促進し，その成果の急

速な普及を図ってわが国林業の振騨二筒淡することを目
的"紅として林業髭砺普及塞力湧始され,現在多くの

普及員が全国くまなく配置き21普及事業にだずさわって
いる。

普及事業は元来アメリカの制旋の篠倣であり，且つま

た実施後幾何も年月力軽過して鮨.らず，加うるに普及事

業予算の制約等の諸理由により普及蕊業は現在なおいま ’
だしの感が深い。そして残念ながらこの戦制度に盛らる

べき内容は比較的貧弱であり，普及の概念,方法論にも

数多の異論があり若干の混乱さえあることを認めなくて

はならない。この種の理論的研究の銘較的不活溌な林業

部門に紫いては特に穎箸であり，あまつさえ林業独自の

性格に起因していると思わ識,る林業技術の停滞により更

にこの現象毒曽加している操に思われる。

しかしながらわが国林業政策に鐙ける林業技術普及事

業の重要性は甚大であり，わが国森林面穣の約67％を

占めている民有林にFす-ぐれた新しい技術を普及し，浸透

するとき，民有林の生産力は更に増大する．さあろうし，

すすんではわが国赫業の振興，更にはｵっが国経済の発展

《
Ｐ
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野村：林業技術普及事業の基本的構想
一

の上に貢献し得る・であろう。かくて私は林業著及事業の の所説をあげて説明ず葛にとどめる。技術の意蕊溌濯解
わが国林業政策に鮨け為重要性を認識す-るとき，瀧極的 するにはこれで充分であろう。（技術の木賃に関しては，

にこの問題をとりあげ.あらたあて赫業撫厭普戎鐸の 更に理論的発展段鱈の面より詳細に後述する）
現況を反省し，林業技澗譜及事業の基本的総想について 技術というのはごく一般的には〃私たちが〃日常の生

沈潜せんと企図したわけである。 活を．よりよいものにし，より楽しくずるために行う，す

本レポートの構成は，先ず菅及鍵の一般論との関連 べての手段を指すものである。換言すれ感文化的に進

において鐸術普及事業のいわば遇錨的な基本問題寵 歩するには,ある工夫が必婁で,技術とは,その目的を達

検討し，林業技術普及事業の理論的考察より具体的普及 するために用いる手立てだどもいい得る器3〃と考えられ

方策を導き出きんとしている。 ようが，林業技術とか燃術とかの技術はあくまで生

産的なものでなくてはな塔まい。かかる意味室，技術と1．林業技術普及の意義

林業における普及事業の最終目的は，約言すれば麻 は〃卦つれ息つｵ''の経涛行動の遂行のためwこ必要なる手段，
ことに生産のたあに採られる手段である釜鋤といった方

業生産力の増大による個別経済一赫業経営に関与してい

る一の改善と経済水準の向上，さらにすすんでは国民経 力窪当であろう。なお技術の意義をよりよく理鶴するた
済べの寄与｣である。なお普及事業の目的な,その性幡 めに,綾術と科学並びに経済との関係左簡潔に説明する
よりみると経濱的目的と社会的目的との二者に分けられ ならば"駿術は’科学と経済を橘げたとしてか織られた
るである弓｡前者は生産高の増大,収益高の増大,所得 繍梁である鍔5"といいう-る。

この表現は至極簡単に,要領よく科学と経済惣畠対､す雪る
の増大，販売方法の改善，運鐙方法の改善等煮であり，

後者は衛圭設備の敦善,生活の敦書協同の促進等燕で 技術の関係をいいあらわしているが'なお詳緬に論述し
てみよう。鐙蛋技術と科学との関係である斌一言でい

ある。

ホ鍔交術普我事業は林業普及事業の一環であり，経済 うならば科学は技術の基礎であり’科学の研究により初
的目的をもつものであると考えられる。従来まで鍵業普 めて技術は向上し得るのである。この場合注意しなく喧

及に鶏けると同議に．溺索費螺の噸樹鋪徽砺督溌懲鑑讃駕謡篝擬驚驚
及であったといっても過言君なく’叉現在でも*騨麦 ・ わち一般酌には，科学と技術とは本賀的に等しくないと
術著及は揃蘂率事業の主体詮なしているといえよう。

いうこと，換言すれば技術の観点からいうならば科学は
（恐らく将来もまたそうであろう｡）

次i匡如上の様に赫業普批の中心をなしてぃ為林業技術 迂回的な$のとしてあらわれる｡時間的にも意味的腫も
普没の意義換言すれば林業を醜普及の本擬について触れ 科学と技術との間にほ何時も距離があり’迂回勉路が存
て…｡この闘題麓選獅，にまし,嫡謹術灘。蕊賂懸驫を駕欝鴬繍熟纂
本賃を理解し'油屋するには'わｵ'虎われは先ず赫錘術の． 的な悩端をもってぃ毒技術とは全く異質の患のである。
本質について考察し，理解して行かなくてはならない。

これまでの技術の本質に関する理論的考察を前提とし

林業技術とは,まさに文字通り嚇業に関する技術で て，林業技術普及の本題にもどろう。
ある｡」しかしながらこの表現ば何ら耕譲技術の本賀を や

称業技刷譜及の意義は，如上の嫌に,林業科学を灘

灘麓蹴鰡葛墓震墓:鰯蕊する…なく,あく童で鐸行鋤(ここで"業に鯛
技術Iこ対して全く独自の性質並びに特徴をもっている ずる）を遂行し，赫業生産を目的とした季段であるあく
が,なお林業技術は本賀的には一塞術の範蒋より逸脱 萱で実用的な林業撲砺を普及し，林業生産力を増大さ唾
するものではない。かくて林業技術の本質的理解は一般 個別経済の冒犠並びに経済水準の向上を図り，更にすす
技術の本質について考察し，理騨することにより達成さ んでは国民経済に寄与せんとするのである。

次にこの穣な観点に立って，刺鍵按術普及に鐺ける技れるのである。

従来まで技術の意義に関してはマルクス主蕊経済学 術供給の源泉である研究試験場の技術研究のあり方を反
派，正統経漬学派(Hemaxm,Schmoller, Sombart, 管してみよう。

Schumpeteer,Gott1,Liebnann等の謡学者の技"満 〃政府のエーヂエントの代りに鐸の助言並びIこ指導

力鋸る）により錘多の研究と議論とがなされている器3． を隣人に請う穣な経営着侭彼は経済的りこ実用できるこ

ここでは諸学者の理論を紹介し，錐側するといった逼輪 とを欲しているのに,専門的教育をうけた材毒宮達は造

的翻す論は行わない。た鑑術の意義についての2，3 赫上の完礎一sil"culturalperfection-を強調すると思

一11－－
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野村：赫業技術普及事業の基本的講想

うからそうするのである器“これはアメリカの一例であ 5°現在称業経営技術として熱心に唱導されている間伐

るが，この穣な政府の技術指導に対する経営者達の不信 も経済的考察をネグレクトして考えるならば，たしかに

の声は，弱が国にもありはしないだろうか。残念ながら 一定林分の材積生長獄を端加させ，且つ霞淀鯉良木の坐

後述の林業技術普及事業に対する実態調査の一例示にお 産左可能ならしめるであろう。しかし如上の様に林業技

いてもその一端を窺知しうる様に，私は全面約iこ上述の 術は技術本来の要請として経済的考慮を無椀することは

糠な綴営者達の不信の声の存在を否定することができな 出来ない｡経潰的考慮を無椀することは技術,厳密には応

い°然らばこの様な不信の声詮生ぜしめる原因はなに 用技術，更腱臓経濟技術(このことについては後述する）

か。もちろん株業捜砺の靭饒が,林業独自の栓嬢(例え の範嶋から逸脱する。大内晃技官は埼玉某東吾野村にお

ば生産の長期陸,産業構造換言3-れぱ有機瀧成度の劣弱 ける森榊礒りこ関する研究報告で次の鎧に述べておられ

等為）に制約されて，他灌業の技澗諏陥究に比較して非常 る。すなわち〃ただ一言したいことは，集約林業の代表

に困難であること患あげられようが，より根本豹にばわ のようにいわれている青梅’西川地方にも間伐をやるこ

が国の彬篭麺駈の控絡,延いては研究試験場の技’碗究 とが却って山林経営の収益性を低めるような所が案外に

の態度に起因しているといいうる。株業技術普及事業に 多い。従って間伐を画一的に指導奨励することは反省を

おいて新技術を研究し供給愚す．る任務毒負わされている研 要することである"鵠7と。集約的林業香有名な当村にお

究試験場は赫業技術の本質詮理解し,真に林業経済行為 いても然り，正に画一的林業技術普及は反省きれるべき

の遂行を満足させる実用的な林業技術をどしどし＃…であろう。この橇に山村の経済繊造の水準並びに態様詮

澗糟及組織を通じて林業経営者達に普及しで行力推くて 考察しながら，林業技術を考慮し，普及することは林業

はならない。この様に研究試験場において深く技術の本 技術普及を成功さぜる蕊本的要因の1つである。以上林

便について反省し，研究試験場の本来"ースを見鴎し、 業按術普及の意義を理解するために,糠業技術,更にさか
直進することは唯に林業技術普及事業を成功さ塗"所期 のぼって技術の本質について理論的に考察してきた。そ

の目的を達成させる具体的方策の一つであるばかりでな してその考察により，わｵ'劇つれは林業技術普及の意義錐

く，わが国の林業並びに林学を躍進さ廷る基本的要因で ぴに技術普及の基本的なあり方について若干知り得た。

ある。
2．称業技術普及方策の2側面

ここで再び技術の本質論の考察に錐をすすめよう。す
林業技術普及事業の目的は，すでに指摘してきた嫌に

鱸萌態巽駕鳶繁艤患灌撰，錆と霊と…鮒鯏瀦轄儲雷ある赫鍵艦
た綴にあくまで経済行鶇遂行の為にとられるべき手段で 営渚に普及し’澗業生蕊力を商めること壱あるが’かか
ある。かくて技術と経済との関連について触れることは る目的愛もっている澗鑛技術普及感喋健方法論的にみて

綾術の鍾塞癖す…に壁ゎ診て－擁｡識墓?鰹惠鰻亀謹鰹患驚鰯
と経済との関係は′先の技術と科学との関連と同様に本・ という面であり”他の1つは，文字鐙り林業技術普及の
驚鷺薦謹聴難鷲青欝震方麓に関す愚陳ある｡以下それぞれ"襟"譜及方
ち経済水準の向上は技術の発展により規定され，叉技術 策の2側面について考察をすすめよう。

其の1林業技術普及阻碍因子の排除礒1の個晒）
職経済職造の水準により規定されるといった関係にあ

る。ここに技術の歴史性がある。この様な技術と経済と 一一林業技術普及醗業の性籟”限界並びに

の関係は，林業技術と経済との関係にもいいうる。この 公共政策との関連一一

穣な経済との関連よりみた技術の性絡の理解ほ，われｵつ 新林業技術を普及せんとする場合の困難性の問題換

淑に職技術普及方策の指針をあたえる。すなわちある 言すれば現在存在している技術的進歩の頂点が何故一般

林業技術は特定の経済構造により規定されているもので 化しないのか’といった技術普及に関する問題の一半の
ある力戦に，経済永準並びに穣相を異にした数多の山村 明白な原因嫁′技術の普及′浸透左阻碍している因子の

存在に帰せられる。それ故技術普及の1つの側面の仕事
漣，何の考慮も払わずにある一定の林業技術を画一的に

としてかかる阻碍因子の排除ということが当然考えられ

普及せんとする普及態度は林業技術普及を成功させるも よう°
のでなく，正しい技術普及の方錐はあくまで山村経済溝 新技術普及の“号因子としては，経済的因子と社会的

造の水準なり，穣領なりを考慮して行わなくてはならな 因子の二者があげられる。前者は資本の大小とか，経済
いということである。このことに関する具体例をあげよ 水準の高低といった経濟的な阻碍因子であり，後者は村

－12－
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野村：林業技術普及事業の基本的擢想

点に驚異するの･芯はない。その気球はあるいは無恰好の

もの涯あり，あるいは材料やエネルギー詮むやみに大げ

さに侭っているかも知れないのである。そんなことでは

なくて，抑燕その気球が昇った，うまく行ったというこ

とこそ購異されることなの･電ある"。正にかかる自由一

創造惚二よる新しき可能性一にこそ純粋技術の目標，本鍾

が存するのである。

第2段階応用技術(AngewandteTechn鋤の段階

あるいぼテクノ戸ジーの段階

純粋技術の段階はことがらの原理的成就腱あって，そ

の限りにおいてはまだその処艇は意観的要素狗識<，技

術の客観化は行われていない。応用技術の段階はかかる

地盤に対してもつと分析的透あり，客観的である。そし

てほぼ次の如き要素が附加されていなくてはならない。

第1に，技術の講瞳鶴の間の相互の因果性．関連性が明

白になされなくてはなら､ない。鍵言すれば，各遜髭の間

の偶然性の排除と必然性の樹立にある。単に軽気球力甥

って行くということだけではなくして，なぜそれは必然

的･暦あるかが明らかでなければならない。しかもその必

然性はその場合に最大限度に活かされてあるかが問われ

なければならない。すなわち必要条件と充分条件と力量究

明せられなくてばならない。

第2に，かうして各種の鐵綴謝塁の数量化が行われな

くてはならないロ

第3に，応用技術の段階においては素人といえども－

すなわち原理的なる理解を離れても－なおよく合目的な

る利謂をその銅『においてなし得るもの轌なくてはなら

ない。素人が充分に使い得るかたちのものとして了う必

要がある。

第4に趣0,さら砿経営学的見地から応用技術としての
要素を考えるならば,個鳧の経営に応じで作られた個別

鈎侭の複雑に配列された系列，いわゆる体系化された技

術であることが必要である。一一束畑博士は，この要素

をあげておられないが，葱は普及事業でとりあげる応用

あるいは部落に蕊ける支配関係，隷罵関係，身分霞係，

血縁関係，社会恢行などといった社会的な阻碍因子であ

る。両阻碍因子は新技術の導入に対して単独であるいは

両者が綾合して阻碍す-るわけである。そして比鐵勺近代

文明の影響詮うけていない，いつば未交化な山村におい

ては，かかる鰯§因子の存在はより濃厚であろう｡.先ず

後者の社会的阻碍因子と技術普及との関係について述べ

よう。社会的麗碍因子のごく卑近な一例として社会微行

をとってみよう。現在一方では藤度の高い技術が合理的

に利用されているのに，他方では父祖伝来の燃術を

金科玉条として無批判的に踏襲しているといった具合で

ある。こうした合理主義以前の社会的因子がいか程新技

術の普及，浸透を阻碍しているか催想像に難くないであ

ろう。

次に新鐵臓普及における経濟的阻碍因子についてであ

るが，経濟的逮碍因子は社会的阻祷因子に比較して，よ

り重要である。すでに鐸と技術との関係を説明した際

に，経済は技術に対し･ご制約的に働くものである‘こと詮

指摘して鱈いた。この問題を，より詳細に理論的に理解

するために経澄学的普及詩8としてわが国仁おいて代表

的な東畑博士の所論鵲9--博士の所論を私なり腫理解し

て引栩している。そｵ職以下の私の論述に誤謬,不可解

な点があるとすれば，それは認の責である－に主とし
〆

て準拠して考察してみよう。技術に対する経済の制約性

の問題を理解するためのアブ戸一チとして先ず技術の理

論的発展段階について観察を､す-､う-めよう。（すでに触れ

た様に銭断の発展は具体的腿鋤愈ものであるが,ここ
でば原理論的に技術発展の段階を考察してみる）

東畑博士は識怖の理論的発展段階を次の3つに分けて

論錘されて詣られる。

第1段階純紳技術(ReineTecinik)の段階
これば技術の最初の出発点に当るものであり，その太

獄は常に新しき技術の創造発見乃至発明にあるといいう

る。ここに謡いてば新しき形成の議喜が支配している。

《
到

《
可

その具体的成立には偶然もあろう，‘叉直観もあろうが，・鋤悔としては，1つの要素であると思5－とに角応用
しかしかかる重要な非合理的要素はこれ詮統一的合理的 技術の段階においては，それ自体として意味なもち独立
に把握できるものではない。そしてこの段階ばかか愚新 の存在潅をもつものであり，且つまたいわゆ愚「経浩原
しき技術の実際的利用ということと報順になり立つ段 則」(DasWirtschaftlichePrinzip)とかあるいは畷
階である。しかしこの第1段階の純粋技術では人間の経 少手段の法則｣(DasPrinzipdesKleinstenMittelS)と
済行動の手段とはならない。技術普及の対象になる技術 かいわれるべきものが駿高の目標として定立されてい
が形成ざ燕る龍めには更に第2，第3の段階に進行して る。これこそ応用技術の規制着となる。この犠な応用技
行かなくてはならない。この段階の技術の特質を表現す 術ほ実際"経浩生活における人間行動の手段として使用
るために東畑博士が巧みに弓隔されたチンマーの女童を． されるべき可能性乃至ほ地盤として存在している。応用
再引用してみよう。〃人は大胆な軽気球乗”窪風や密 技術の段階に至って株業技術普及の対象になる技術とな
雲をも物とも唾ずに初めて大空に昇ったときに，決して り，正に研究試験場香研究の対象と割-る，叉しなくては

その経濱姓(WirtsChaffliChkeit)動秀でているなどの ＃らぬ鐵擶となるのである｡しかしながら普及事業l電直
－13－



野村：林業技術普及事業の埜本的潅想

接役立たぜるためには，この段階のみの技@脚究だけで

は不充分であり,，更極次の段階の嶽荷をとりあげること

が必要である。

第3段膳経済技術(OekonomischeTeC"ik)の段

階

感用識が実際に利用される限りに鐺いてこれを経償

技術というならば,2つれ毛れは両着の関係に$ついて触れ
なくてはならない。この考察こそ，とりもなおさず挨術

に対ﾂｰる経済の制約性の問題に対する考察であり，新技

術普及胆対する経済的阻碍因子に触れることである。応

用技術と経演技術と職技術過程そのものとしては同一.を

ある。詞しかし涯がら両者の間にば大きな距離が伏在し

ており，経済技術としては応用按術は単にその一部分し

力剰用されていない。しからぱ応用識『から経済技術へ

の移行換言すれば新技術普及，浸透在阻碍している経済

因子はいかなる‘ものであろうか。これに対して東如蒋士

は，次の議な諸要因を指摘されておられる。

1”先ず最も一般的にいってそれは経済と応用技術と

の性溌の稲違に由来する。す．Eに述べた猿に応用按術の

段潜種おいてほ陥窃轆割」が目標であしった｡すなわち

単純にエネルギーとか力画リーとか時間とかの測燈によ

る右④目漂の実現であった。ところが経濟の実生活に諸

いてばあらゆるものが貨幣的評価に結びつき技術がそれ

自身ではなくて，収益とか支出とかの形において繕嬢せ

られている。たとえば，すでにあげた間伐にしても，た

しかに一蓉紛の材塞長逢を増加させ，叉優良木を生

産さぜる鐵狩としては，日本全国いずこに行っても同一

．ごある5が，経済技術の段階のものとしては』間伐鍵用
、

の多少，間伐木の価搭の高低等の理由により，その実行

は場所にエリ非常に差鋤:生ずる。この榛な問題は，技

術的に解かれるべきものでなく経濟的に究明されるべき

問題である。私が研究藏験場で研究の対象とする技術あ

るいば普燃においてとりあげられるべき技術は応用

技術のみ潅は不充分であり，更に経済技術の段階までと

りあげなくてはならないというのはここに理由がある。

なお具体的腫説調しよう。

2．第1に,私的経済機識の下に語ける新応用技術の

実際的採用が可龍厳るためには，いう鐘もなくその採用

のたあの琵用ガ課用による収益以下であることを必要と

する。この要因は最も簡単であり従って最も包括的であ

る。

第2に，ここで再び前述の麹の賞用Iごついて吟味し

なくてはならない。新掻諦の導入が単純なるときは単に

そのための画婆の費用のみが問題であろう。その限りに

おいて特に注意ずべきことは少い。しかし実際の問題と

しては遥かに穆蕊膳なる識篭を必要とする。

《
里

声へ哉

１

~~~~ー7

1
り鳥取采八頭郡
､諸項を決議し

I
予算について
!､て

こ開催された。

”§大変鐙くれ．

篭毒来・して参り

鞠かると共腫，

臼入を微がって

盲います。この

二共に会の運営

１

○日林協九州支部総会

昭和28年11月型日午前9時より佐賀市佐賀高
等学技にて称学会九州支部総会と併ぜて挙行された。
本部よりは樹11'理事長出席し，佐賀県林務課長藤井毅
一氏力渥ばれて議長となり次ぎの各議事を審議決定し
た。

1．支部長は大熊氏の転出によって空席となってい
たが今回熊本営紘局長浅田童恭氏力遥ばれて就任
した。

2．昭和27年函反麦騨報告を異議なく承認
3．同28年度収支予鍵案を可決

4．同28年産会費を年内に本部あて送金出来るよ
う会彙議氏の協力方を要望した。

×

それより林学会総会が開かれ，終って理事長栂1I恭

佐氏より林学会と日林協九州麦部総会に対して祝詞が
述べられ，叉学術会議立候補者である沼田大学,西田
屹二，佐藤敬二3氏への推薦の辞があり，これに対し
て3氏の挨拶があり，終って林業試醗場長大政正睦氏
の「研究と行政」の艤別識演があって午前中の行事を
終了した。

午後は林学会麦部の研究発表が齢睡，防災」「利
用」剛用，経営」｢経営j「造林」「造赫,保護」
の6部門に分れて行われ種あて盛会裡に終了した。筒
参加表は150名であった。

○日林協関西支部総会

昭和28年エ0月23日午後エ時より鳥取采八頭郡

智頭町智頭小学校講堂にて開催，次ぎの諸項を決議し
た。

1．昭和27年蝿報告
2．同年曙I又支…告

3．同28年度鐸計画雄びに収支予算について
4．全国鐸政良著及協会加入について

I
一

己』

○日林協名古屋支部総会

昭和28年10月25日，名古屋市にて開催された。

=おねがい

本会の唯一の収入源である会費の納久が大変鎧くれ

ているために，会の事業の各方面に支障毒乗して参り

童した。会ではつとめて出菱の節減を城かる‘と共涯，

会員の深い御理解のもとに極力会費の納入を微かつて

いますがなかなか思う漣任せず困惑しています。この

際皆橇の緒別の御協力をお風､しますと共に会の運営

あるいは企画などについても御意見がありましたらど
しどし具体的にお申出いただきたlJ､と思いま､すb来る

べき新春とともに会員総意の力によって益々本会も基
礎を強固にしたいと念願いたしております。

１
１I

一
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家庭燃料の話〆タ篭コイア

〈生ける化石植物）

三木茂著

京都市烏丸隅水日本職物趣味の会
昭和28年7月発行 B5判164頁
写種14蕊・遊休図135．価妬0円．②50円

遠く中生代富亜紀より第三紀吉･中層などから発見さ
れ，従来セコイアあるいはヌマスギとして考えられてい

た化石植物の中に，これらの属とは異なるところがある
ことを確認し，19虹年に新らし､握名メタセコイアの名
を与え世界の古生物学会に波紋をひき起したの低ｵっが三

木茂博士である。
そして今は全ぐ絶滅してしまったと考えられたメ女セ

三:イアが，はからずも中国四川省の奥地で現存すること

が発見さ江るに及んで，メ蕊セコイアは（生けるイヒ石植

物として）三木博士の卓越せる研究業績と共に世界的に

有名になった｡
しかも現生のメ女セコイアに関する研究力謹むに従っ

て，学術的にも実用的にも多くの特性も甥らか腫なりつ
つある時，本書の出版は意蕊ある琴をある。

鶉者は大阪市立大学の教授として植物形態学鰹び生態
学力零門で，植物遺体(半化石）については･世界的権威
･奮ある。

本書は精繊を極めた遺体研究の成果と，メタゼコイア
の検定から今日に至る最新のデータとをまとあたもの

で，ここに坂扱われた植物遊休は，77科162属283種に

及び,その内,今日既に本邦から絶滅したもの2科20属
80種にも達する。叉図版は135，約300種の植物につい

て描かれ，しかもこれらはすべて原図であり，栓定に必

要な特徴の表現は明確で独創的である。遺体の取扱法は
ずべて経験に基いて懇切に記され，初心者にも容易に理

解出来る。 ．
従って本書は，生態学，形態学，分類学，林学，古

生物学窪志す人為にはこよなき指針となるものと確信す

る｡､記述の方法も，単に遺体研究のみに止らず，主題の

メタセコイアと離れることなく，その類縁関係の植物に
対する植物学的な最新の研究は勿論,応用方面の人にも
参考になるよ5に書かれてし､る。
メ錠セコイアカ球邦に移植されて，ここに4雫生長

の速やかな事，材も将来パルプ礎材として利用司龍な事

等判明し，漸く全国各地に造林の織運渤籍まりつつある
時に，本書の如きは過去、現在のものを比較する上によ
き参考となるであろう。

次に本書の圭な内容は

植物遺体の定義及び現生種の区別，遺体の科学的価
値，材料の採集と保存，検定にPついて，絶滅の状況，
メタセコイアの呼移，断片的な古生物の材料からメタ

セコイアの組立．現生種の発見とその将来，特性と類
綾並びに分類上の位置,現生種発見の意義，メタセコ
イアの分布と時代，共存の動植物，当時の環溌絶滅
の原因，現生種と遥燃との関係,古生物との関係，産
業との関係鰭殖，適地，材の強度，パルプ試験）等

t長谷川勝好）
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⑦16円

このたび林業誉及シリーズ第36号として家庭燃料の

話が出版されたが，これは礎れた著書である。この種の

図書は従来も数少か，つたがこの著書の様に家燃料全般

にわたりあまねく平易周到に書かれた著書は従来出版さ

れなかった。鮫体燃料についての記事に乏1-,ﾙ､が石油

コンロは最近普及されたのでやむを得ないことであろ

う）これば著者の内田さん(紘野庁研究普及課）も奥田

さん（日本女子大教授）も，ともにわが〈に家庭燃料の

最高権威で資源調査会エネルギー部会の専門委員をして

いられる｡したがって’ここの部会で討論きれた家庭燃

料のトピックが要領よくこの書確とりあげられているこ

とと’それ良内田さんの加工炭その他に関する豊富な体
験'奥田さんの熱効率その他に関する実験力功臓っ＝てい

るのだから，鬼に金棒とでもいおうか，まさに完ぺきで

ある。この雷ほ林業家一般に広く愛読され，その座右を

かざ為にまことにふさわしい図欝ではあるが，モれぼか

りではまことに惜しい。この本はむしろ，社会一般に広

く刊行され主婦に是非読んでいただかなくてはならない

図書でもある○その意洙では燃料協会あたりから急普及

図書として出版されるにふさわしいものではなかったか

と．も考えられる。家庭燃料の解決は結局,､主婦一台所の

ポイラーマンであり′家庭熱管理の元締看ある一の燃料

智識の向上な.くしては決して解決しない問題であるから

である。家庭燃料のむづかしさば，その消費瀧成の複雑

さと熱管理の困難な事にある。

例えば燃料の露富けでも薪,炭,粗朶,製掴屑,鋸

屑′蕊’もみがら′廃品等数え上げたら切り．がない。叉

その消謎単位が礎な数に達す．るにかかわらず，ユ単位

当りの消贄量は少量である。これらを合わせ考えると家

庭燃料の合理化に家庭の主婦は甚芝重要な役割をもって

いる事勧鎚かる･主婦教育が甚だ大切な所以である。そ

のテキストとしてもこの図害は意ことに適当と思われる

ものである。 （制藻試験場.岸本定笥

可

ｰ

××

××
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は，台湾産キリのうち，大部分がココノエギリ（一名
ミカドギリ）‐唇，これを日本竿リと比較し童すと，た

しかに炭疽病,天狗巣病iを対して‘抵抗性があるよう
に見受けられますが，さりとて絶対に侵されないとい

うわけ嘘はなく，罹病する率と程度が，日本ギリより

も少いと説明するのが適当だと思います。日本ギリ種

も苗木の時代,天狗巣病にかかるもの幟ほとんど見当
りませんが，翌年定植するとすでに現われる場合があ
ります。台湾のキリ堰は，定撤6年後に，徴侯がみえ

はじめた事実がありますが，成長がいいためにおさえ
られて，日本ギリのようにヒドク拡がらないし，また

このときば経演伐期にも近づいていますので，はなは

だしいさわりはないように思われまず。立地や樹勢に
は大した関係がないことになってい煮すが，いずれに

しても，ヒドク根をいためたり，傷つけたりして，木
を弱わらせることはいけないことで，種根を多くとっ
た木ほど，天狗巣病の弦がりが多い実例もあります。

病虫害のうち，もっとも少ないのは鉄砲虫の害で，

山地へスギと混植し，ほとんど無手スの状態で鎧いた
必年生のキリの虫孔数が，日本ギリの1/20に止まっ
ている識査繕果があります。

2．台湾のキリと，日本ギリとの成長比較
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問1．台湾のキリが抵抗性の饅いといわれる病虫名
（特に天狗梁病に対して)。

2．台湾のキリと普逼ギリとの生長率の計数的比較
3．葉柄の互生のものと3本のものと2類類あります

が各々の特性

4． 苗木1尺当りの価格
5．種根1本当りの価柊

＃詠県鹿沼地区林業技術普及員滝舜二

答1．林業試験場赤沼試験地潅養苗，育成中のもの

二

、、鰯‘ １
１

q F ■一一一一一ロ■－

傭 考

溜鎭、|令

:鷲:|’
倍 、率

j麓
14．512．1 13．

7．65．76．

約
2倍 平：

12.

10. I
11．6

9．9

山地へスギと混植した，台湾のキリと，日本ギリの成長比較

蕊 。

31.6

12．3

約2.5倍
－－

（註）1．本地はスギとの憾直で，しかもほとんど無季入状態であったた麹，前表に比較するともはるかに成長が劣
っている。

2．日永ギリには，相当祐損木ができて生存率低く，生きのこっているものでも，その大半は,枯死した株か
らのぽう芽により，辛うじて生存を保っている状態で,うち2種は，すでに枯死倒伏して現在残っていない。

3．善通ほ対生篭ありますが，中に1割位3本のものが 4． キリ苗木の相場は，一股の栽培熱と，天候その他の
できます。3ツ芽，3ツ蕊あるいは3輪生ギリと呼 関係による出家,不出来によって大きな変動があり童
ばれるもの‘を，葉の量が多いから幼時の成長はたしか す｡､本年は異状気候の影謬で，各地とも伸びが弗つる
に良いし，また幹が円くできるすぐﾂ⑩た特徴がありま <，日本ギリで1尺当り7円から，最高12円位を呼ん
すが，これは同じ母体から分けて殖やしたもの､Gも， でいるようです。台湾のキリは成長がよいので，氏を
両種が生れるの壱あって，講してみると，対生のもの 込みの間隔を遠くする必要があり，したがって反当得
の根詮伏‘遇込ん､唇も， 3ツ芽のものを用いても，でき 苗数も少いから，日本キリの3～4割高が，至当な価
た苗木幟対生約9割，3ツ芽1割を生じ，必ずしも固 絡ではないかと思われますb
定したものではありません。また苗木時代3ツ芽で‘ 5．種根に#ついでも，上記の理由と，擬り取りや慧理の
も，翌年伸びた部分と．枝の葉はみな対生になるのが 手間を考え合わせ，日本ギリの優良編をユ本5～6門’
普遥です｡したがって, 3ﾂ芽の母樹から得られた苗 とすれば,その5~6割増しの8~9円,というとご
木歪も，その性質をうけつぐ鰺ものではなく，これは偶 ろに落ちつくのではないかと考えます。・
鍵竪異の緒果であるから，もちろん品種ということは 林業試験場赤沼識溌地（埼玉采今宿局区内赤沼）
できないし，数代錘詮くり返えしても，固定種が得 主任三宅勇
られるかどうか疑問姪す。

餌

■

－16－



L

≠

一

改良木材講座 ＝鼻一一口一心＝‐r一，ｰ 一一＝ ●■幸一～一＝きざニーデエ』ご~ｰ －円鈩ローーー~一 ー 等 ■ =ョ

新しい木材材料（4）

東京大学教授平井信二

(iv)については例えば第16図に示す節の部分の分散と

いったことが効果的に行われるわけである。

~B.小材片合成材

溌層木材でない合成ブロック材をいうもので，その単

位になるものは挽材小材片である。このよ,うなものIまま

だ現実には生窪されていないが，将来必ず柱などを対象

として問題になってくるものと考えられ，また目下ある

程度の研究も進められつつある。この改良木材の目的も

裁層木材と同穣癒ある.。

C.挽板積層材1aminateawcodwithsawnboardS

単位の板力戦財の積廟木材看あって，アメリカにおい

てlznmfnafedwoodと呼ばれるものは次の単板涜層材

よりもむしろこのもの力瑠通である。この･ものは特に曲

材など普通の調誹では取りにくいか不可能なもの左得る

に適している。

D.集成材

広義に解釈して小材片合成材と挽板繊層材を併せ考え

たが，その意味は単位のものガ論べて挽材であるという

ことであって，ベニヤ単板を基としたものを含まない。

そのうち現実に生産されているのは挽板積層材であるか

ら，集成材をその同義語に用いる例も屡盈見受けられ

る。

E.単板積麗材laminatedwoodwithveneers,

layer-wood

単位の板がベニヤ錘である鋼冨木材で,laminated

Woodの語はアメリカでは挽搬層材，単板識層材瞬

にそのうちの詞曹材に対して）のいずれにも用いられ

る。現在生産されるもの力職層材と硬化積層材の2つの

タイプにわけられる。なおこの種のものの厚さの薄いも

のは合板と判然区別することは難しく，結局ブロックと

板という翻捻の違い歪，厚さ20mm位が-臓の境目に

なろう。また合板では単板各枚毎に識；繊向を直交させ
ゆ

全体奇数枚合せ喧あることを原則とするが，単板穫層材

は通常単板の繊維方向詮すべて同一にしたもの力逹体で

ある。ただし1枚毎に直交させた製品も存在するから，

このようなものはどちらに､をも考えられるわけである。

F、積厨材normallaminatedwood (米),normal
礼

layer-wood,Schichtholz(独）

接着剤は各単板の接着面またはその附近にある程度

で，木材組織の内部主で仁彦透することを期待していな

1.2.稿層木材と集成材

①渥瀕と名称

この項でベニヤ単板や挽材小材片を集めて，接着剤に

よって接着し一つのブロックとした木材材料，すなわち

〃合成ブロック材〃を扱いたい。これらの各燕の製品に

ついては多くの人力塗く多穣ないろいろの名称を与えて

いるが，一応次のように整理して見る。

板合

１
１

《
』 小材片

合成材

翰 挽板
層積材

〔#鰯
霧蕊

〕(広義）

鵜職

これらのものの内容について簡単な説明を加える。

A.積屡木材1nminatedwood

この名称は挽騨厨材または単擁聞曹材のいづれかに

時には単“層木材中の詞薗材に対しても用いられるこ

とがある。ここ･透は広い意珠に考えて薄い板多数を蹟み

鰯勲，各為を接着剤によって燭誉して一つのブロックに

したものを指すものとする。その総括的な目的として次

のような項目をあげることが出来よう。

(i)小材から長大材の泌苣

(ii)廃材の荊願

(iii) 刀割匂蝿生の數善

(iv) キズの除去まなは分散

以上のりち殊に(i)と(iv)の点酋注なねらいとなり，

第16図積廟木材におけるキズの分散

一
一

60％ 5％ 5％ 5％
横断函における涼部分の剛合

－17－
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平隷：新しい木材．材料（4）

生産化が行われた。初めは航空機の木製部品および木製

練習磯に使用されていた木材素材で無ギズまたはキズが

少くかつ寸法の犬きいもの力軟第に入手困難になって来

たことに対処して，穣層材力注潅錨議仁なったが‘さら

に強度的に儀秀な強化積層材の製造の可能性獅現えてか

ら，金属資源の不足に代るよう，木劉上のさらに進んだ

ものから高性能全木製擬に至湯までを対象として研究と

生産が進められた。すなわち主劉撒などの主要強産部材

高性能のプ向ベラ（第Ⅳ図）といった＄の蓑で対象に

なっているわけ看ある。しかし強庭上の要求が極めて苛

第17図硬ｲ職層材のプロペラ

い。積層成型するときの圧締圧力は概ね2劃〈g/cma笈で

のもの‘である。

G.硬化積層材hardenedlayer-wooa,resinPtreated

laminatedcompresSedwood(米),Compreg(米),

Jﾇcwood(英),LignofOl (独）

接着剤鋤んど石炭酸系合成鋤旨）は各単板の内部組

織にも謬透し，圧締圧力は概ね100kg/bmg以上のもの

荏いう。この改良木材としての目的は積層木材に二ついて

全般的に示したものの他に

(v)吸湿･脱湿性の減少とそれに伴う収縮･膨脹蝉

の減少

(vi)強度・弾性的性質の向上

(vii)耐朽性・耐虫性・耐薬品性の向上

(viii)電気絶縁性の向上

（”異方性の多少の緩和

など秘蝿待される。

単祇稜層材を上記の2つにはっきりわけたことは頗る

便宜豹であつで，処理法の種痔の組合せのもの，あるい

は中間的なものがあることは当然である。例えばアメリ
カでIInpreg(resin-tltatedlaminatedwood)と呼ぱ

､=れるもの朧樹脂謬透単板を低い圧締圧力で積層成型した

もの燈あり，これとCompregとの中間の圧締圧力によ

るものをSemi･compregと称している。またドイツの

OBO･Festholzとい5のは接蒲剤にテゴフイルム(TegO-

film)を用い高い堕力で製作したものである。しかしこ

のようなものは我国ではこれまで実用の目的に添わず，

上記2つのタイプのものだけ力露化されてきたので，

轆活表にほこ：啄豊けを挙げ淀。さらにここ･では単板蹟層

材を単に癖によってブロックにしたものと，それに加

えて接謹訓自体の溝遥の効果なれらつたものに止めたが

イ鐸各種の目的のために認に薬品錘その他が施され

ることを考えると，どのようなものの実用的な形として

侭単癖層材にならざるを得ないと思われる。これらを

考え併せればさらに鐸惟な分類体系となる､笹あろう。

なお濯鱈材と硬ｲ畷層材は戦時中陸蕊薩蟇関係香各竜そ

の名称力まって溝り，飾昔遼腫雲･では積層材，海軍管は

誓通簿層材，鍵昔を鐸では強化木，瀝冨では硬ｲ蕊層

材と称していたの･であるが，昭和19年日本縦蜜繊賭

制定の際に溌艤して上記名称に統一したものである。

（2）稜暦木材･の生産と用途

A.板単積層材

この種の散良木材の靭究の始まりは1930年頃ドイツ

におけるものと思われるが，我国の研究もおおむねドイ

･ツの識流をひき， 1940年頃から始まって戦争中主に航

裂幾用材を対象としてその1形溌萢速にｵ鐙堕され，また

《
三

酷置あったため，そのような高い性能を持ちかつそのム

ラも少いものを生産する態勢が充分に整わず，また堂ス

トも非常にかかる状況のうちに終戦に至った。戦後は航

空機用材のよう凰な特別の要求がないままに-嘘その生産

は殆んど停止してしまった。しかし最近になって再び航

空機用材としての獄層材・函E蹟濡材の要求力窺わｵIjる

徴候が見え，震た前者はいろいろな用途に多少ながら断

片酌に使うれていることがあり，後者に対してはサイレ

ントギヤー，ドラムその他の機賊部品，強度ある鰯気絶

縁物としての要求が生じ，僅かながら生産も始まってい

る状態である。函b積層材は特にいろいろなよい点を持

っているから，将来さらに型材，当板材,車輔･船舶材

その他特殊の用途に用いられる可能性があると考える。

な誇単板識層材についてはアメリカ，イギリリス，ソ連

などにおいてそれぞれ特色ある研究または生産がなされ

て来ている。

B.挽板積層材

挽板積層材ほ単板穣層材よりも古く，このようなこと

はおそらく木材用接着剤の発達と共に木材加工の工程に

おいては行われて来たこどであるが,改良ｵ弱材料とし

て本綴的に生産され始めたのはそれ程古いことではない

と考えられるもこの種のものは特にアメリカにおいて早

くから研究が進み,かつ実用化秘蒲盈と拡大し藤現在･画ま

《
１
割
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平井：新しい木材材料（4） 、

建築用材，橋梁用材などを目的とした立派な生産工場も

ある。我国では木製プロペラやその他の比較的小書底も

のを対象としてはかなり以前からあったが易梁などの建

築用大材を目的としたものの研究は割合最近であって，

殊に近年木材め利用合理化の声と共にその重要性力認識

されるようになって来だ｡現状は研究乃至試作の程度を

あまり出ていないが，近い将来には専門の生藤工場が出

現するであろう。

鑿板を材料とした談層材によく似ているけれども，穣

圃材でば製造に手間がかかり，接着剤を多量に使用する

ためコスト高になるから，これからの長大材批特別のも

のでない限り殆んどこの挽板鼓層材になって行くものと

思：っｵしる。すなわち建築･橋梁の梁・土台など，殊に曲

材を用いた設計に有利であり，窪た車鋪･殻舶用材（第

18図)，枕木など大きい寸法の木材窪要するあらゆる分

野に挽板穫層材が浸潤してゆく必然性ｶﾐ見られる。この

意味から戦後における木材材料分野管繊維仮と並んで実

用化促進を要する第一のものである。

③積層材の製進法と性愛

穣層材(普通稜層材)に用いられる樹種はぺﾆﾔ単板
に作ることが出来るものならば,すべて使用することが

出来るが，製品の均質を期するたあ，針葉樹材でエゾマ

ツ・ヒノキ，広葉樹材でマカンバ・ブナ・シナノキなど

力建なものとなっている。単板の厚さは通常1．0霞た

は1.5mm程度のものガ堀いられる。揖青剤は尿素フォ

ルマリン剛旨接着剤,液状石炭酸フォルマリン樹脂涛誉

剤(森はその類似物)を単板にｽプﾚｯダｰ確濡剤
麹付機）で塗附するものもあるが，最も普通なのはテゴ

ブィルム(石炭酸フォルマリン樹I諺合紙',Tego壹錘m)

義用いるものである。尿素系接蒜剤を用いた場合には塗

附堆積した後冷圧プレスで圧力をかけ‘そのままクラン

プ締装置で圧力を一定時間保持してから圧締より解除す

るが，時にはプレスによらないで始めからクランプ締の

みによる場合もある。液状石炭酸系接蓋剤の場合には挙

板塗附後祷剤揮散のための乾燥を行い，後堆積して熱圧

プレス･E140｡C内外で加熱加圧する。テゴフイルムの

場合は最も簡挙で，単i匡単板間腫フイルムを挿入し前同

様の熱圧を行えばよい。圧締圧力は針葉樹材および軟い

広葉樹材では5～10kg/Cm3,硬い広葉樹材では20~25

kg/cm3とする。

各層単板の繊維方向の組合せによって次の種類があ

る。

A.平行積囑材;各撒の繊維方向をすべて同一にした

もの

B.直交漬廟材: 1牧毎に繊維方向を直交させた＄の

平行積層材の怪質の一例を第2表にあげる。

－

《
』

第18図挽板穣層材による木細総造

．－

戸

第2表平行稜層材の材質（西沢）

l憂震”|気斡鍾’
引張強さ曲げ破壊係数

kg/cma kg/cmg
7”

830

760 920

1550 12"

19” 18”

1120 1260

圧縮強さ

kg/Cm2
310

390

450

6”

950

590

| 御“
素 材
積層材
偽f"Xmm)

〃

素 材
積層材

（単板1mm)
〃

率

一
幅
７
７
、
狸
７
７

水
％

含
樹種

一一一一

ヒノキ

〃

エゾマツ

カ（

〃

プ．ナ

０
５
０
９
４
６

４
４
５
６
９
７

の
●
■
●
争
一

０
０
０
０
０
０

テゴフィルム

液状石炭酸樹脂

液状石炭酸樹脂

テゴブイルム

．（4）硬ｲI獄層材.の製造法と性質 が必要Eあって，したがって用いられる樹種は概ね比較

硬4噸層材の製作の際に高い圧力を加えまた加熱する 、 的硬質の広葉樹散孔材力轤当である。我国'Eは従来殆ん

から,圧締の時に木材そのものが甚しく圧潰し加､こと どマカンパとブナに限られている。単板の厚さは接着剤

－－－19．－－－．
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平井＆新しい木材材料（4）

”

の未材薗部への潅透を審易にするために通常1.0mm以

下のものが用いられる。揖賛剤は殆んど加熱涜佃生の石

淡餓フォルマリン樹臓奏請剤拳よびその類似鞠に限られ

る。すなわち縮合初期の剛諏,("lはアセトン，エダ

ノールまたはメタノール）に単板を濃渡し，これ謬反出

して80｡C程度までの乾燥で溶剤童拘職させる。積層し

た単板をそのまま熱圧プレスで座締することもあり，ま

た嶋識の型の間に入れて圧識することもある（モールデ

イング法)。加灘賑度は140｡C詮標準とするが，少くと

も内部が120QC以上になることが必要であ.る。_圧締圧

力は100～300kg/'CIn3J通常150～200kgCmaとするが

圧ガの大小によってf(童および秘質がかな.り変ｲ函-る。
硬化積圃材には各厩単板の繊維方向の組合せによって

次の種類がある。

A.平行園B穂層材：各懐の繊維方向をすべて同一に

したもの･･･…桁材など

B.直交硬化稜層材: 1枚毎に繊維方向を直交させた

もの…･･･鑑ルト結合部の当板など

C.混交函職層材:平行5~孔0枚毎に直交革板1枚

の割合､蔭組合せたもの…･･･平行硬化猿層赫と殆んど同

夛の用途i逗使用されるが結合の淵野に塞げる剪断強さの
増強を目的とする

D."ｵ狭函畷暦材: 1枚毎に“方向を30。とか

45。とか蕊えて組合せたもの･…･･滑車，歯車，ドラム

など

第3表に平行硬化穣層材の性蔵の一例を挙げる。

一
二第3表平行硬化穣層材の材質，圧締圧力170kg/Cm2 (平井）

’鰯種|気聡比重’ １
１

接漬繊さ

kgCma
剪断強さ

kgfmS

336

264

さ
錘
１
０

｜
曄
燕

幟
酢

９
ｋ

率

５
０

水
％
ａ
４

含 癖
癖
７
０

｜
抵
睡

蹴
呼

3225

1 2"｡
2675

2107

213=

228
７
６

３
３

Ｌ
Ｌ

マカンバ

デ ナ

（5）挽坂積層材の製造法と性質 第19図捜娠鼓層材の圧諦
使用される樹種は目的によって各燕適当なもの力謹ば

熱
れるわけであるが,接着の髪全を考えて異樹種を混用す

ることは替通行わない。しかし梁などの場合上下両緑は

特に応力が大きくなることを考えて，この部分にのみ強

度的に摩な異樹種を用いると経済上著しく有利なこと

がある｡単位板の篦さは乾燥に手頃なもの,通徹ま'0～
30江皿程度のもの力軒都合である。単位板の木取りは

出来るだけ板目取りと力柾目取りとかに統一する方がよ

い。材の乾燥程度は用いる接着剤によつ-ご多少異るが，

いずれの場合も含水率15％以下とする。殊に石炭酸系

鋤旨接着剤を用いる場合には10％程度まで乾燥する方

がよい。乾燥を終った単位板はムラ取りと鉋削をする。 著しい影蒋を及ぼし，10°C以下の低温では頗る長時間

接着剤はカゼイン接着剤，尿素プ牙ルマリン樹脂接着 を要する。したがってこのような加工工場では室内の保

剤，常温硬化性石炭酸フォルマリン樹脂接着剤を用い 潟設備をすることが必要と考えられる。圧締解除後次の

る。カゼイン鋳誉剤,尿素樹臓詩誉剤は合板の場合より 加工までにはカゼイン接着剤で少くとも2～3日，尿素
も少し粘度の高いものを用い，殊に後者では木粉などの 御旨接着剤・石炭酸樹脂接着剤姪はエ週間位放置し･て接

充鎮剤を混合したものが好縞果話示す｡接着剤の塗附は 着剤の充分な函とを待つ必要がある。

ローラーを通して塗ることもあるが，また人手による刷 挽板稜層材で問題になるのは接誇の信頼挫匠あって，

毛塗も行われる。塗附を終った単位板を正確に重ねて圧 これに対して棚易で適確な検査方法ガ燕い°製品の〃滴

締するのであるが，通常定盤間に挿ん．ご素イル締をする から接着暦を綿密に調べることと，材端の延べの笥跨を

蟻19図)。なお曲材を製造する際には特別の治具を設 ‘翻り落して接殻力試験・耐水性試験などを行うことは勿

ける。圧締圧力は硬質の広蕊鋤材では5～25kg/cm2,軟 論必湊であるが，それ以上のことは生産工場の技術を儒

礎の広葉樹材・針葉樹材瀝は5～12kg/bm3,程度とす 頓すぉより他ないと考えられる。

る。圧締時間は接着剤の穂類によって異り，また尿素樹 2mの試作製品に●き全長にわたって接着力試験を実

脂接着剤，石炭酸樹脂接着剤噂はその時の温度が硬化鞭二 （6頁右下へつづく）

－20－ 、
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〃くるしい年よ‘さようなら〃 とホッとした気もちで12月号編集の
ペンをおくo

一度はずれるとなかなかもとの軌道には戻れないものだ，何とかして
－何とでもして雑誌を定期に出さねばならぬ！ これは纒集委員会の悲
願となったo

窓外にはXマス売出しの声を聞き，内にはボーナスの噂ににぎわうき
のうきよう，連日徹夜を強行し原稿の整理，編集に没頭した。そしてや
っと実を結びかける段取りにまで漕ぎつけた，思えば11月末から今月
にかけて3冊の刊行である。

各方面の方女に原稿や印刷のことで無理ばかり申しましたが，どうぞ
お戯しねがいます。特に休電日に苦しみながら矢つぎ旱やの催促に印刷
屋さんはきっとどなりたい位だったでしょう。しかしおかげで大きなお
くれを取りもどし肩の重荷をおろした思いです。

いま頭の中は新年号の表紙，内容と新しい課題にとり組んではりきっ
ています，来るべき年も何卒よろしくおねがいします。(T.S生）

昭和28年12月10日発行 頒価40円
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（改題第49号・発行部数12,400部）

編集発行人松 原 茂
印刷所合同印刷株式会社

発行所 社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町七番地
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